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栽培終了時のコナジラミ類対策について

西濃農林事務所農業普及課 ［技術主査］　森 俊彦さん

西濃農林事務所農業普及課 ［主任技師］　加藤 瑞穂さん

　大豆栽培では、ほ場の排水対策及び播種後の除草剤での体系処
理が重要です。近年の異常気象を鑑み、気象情報に注意し、播種を
行ってください。
排水対策
　大豆では、排水対策が重要であり、弾丸暗渠及び額縁排水の設置
を必ず行ってください。
　また、ほ場内に５～10㍍おきに明渠（排水溝）を設置し、水が滞
水しないように排水口へ接続してください。気象情報やほ場内を確
認後、発芽不良が発生しないように播種時期を選んでください。
雑草対策
　播種後、約40日間が雑草対策の重点時期です。栽培暦を参考に
（播種後40日以降は大豆がほ場を覆い、雑草は生えにくい環境と

なるように）除草剤での体系処理と中耕培土で雑草対策を講じてく
ださい。
適期の播種
大豆は茎の節ごとに子実がつくため、草丈が高いと収量が高くな

ります。適期の播種が重要です。
　播種適期は７月６日～25日頃で、播種量は４～５㌔/10㌃、条間
は75㌢を基本とします。
　播種が遅れてしまった場合(７月末以降)、条間を40～45㌢と狭く
し、播種量を増やします。
　播種時期が早くて倒伏が心配される場合は、摘芯栽培がおすす
めです。

　近年、地球温暖化の進行により害虫の活動が活発になっていま
す。トマト栽培における重要病害虫であるコナジラミ類も、昨年の夏
のピーク時には平年の4倍以上の誘殺頭数を記録する大発生となり
ました。施設栽培の終了後に、生きたまま害虫を施設外に逃がす
と、露地作物や雑草などに寄生し増殖します。これらの子孫が、再
び施設栽培に飛び込んでくることで、翌栽培序盤において、ウイル
ス病の蔓延などの被害を引き起こします。栽培終了後の対策を徹底
し、次作以降の被害拡大を抑えましょう。
コナジラミ類が引き起こす被害は以下のようなものがあります。
◎トマト黄化葉巻病（TYLCV）
〇発生条件　ウイルスを保毒したタバココナジラミが、トマトを吸
汁することにより媒介されます。なお、保毒したタバココナジラミ
類の卵による伝染はないとされ、汁液伝染、種子伝染、土壌伝染
もありません。
◎黄化病（ToCV）
〇発生条件　タバココナジラミ及びオンシツコナジラミにより媒介
されます。なお、経卵伝染、汁液伝染、土壌伝染及び種子伝染は
しません。
◎すす病の助長
〇発生条件　コナジラミ類の糖分を含んだ排泄物の上に黒いかび

が生じ、商品価値が低下します。
◎着色異常果の発生
〇発生条件　タバココナジラミが果実を吸汁することで、着色異常
を引き起こすとされています。
栽培終了後には以下の点に注意し、蒸し込みを実施しましょう。
・蒸し込み前に、施設内の雑草を除草し、施設が密閉となるよう点
検補修を行ってください。
・トマトは株を抜くか、茎を地際部で切断した後に施設を密閉して
ください。
・蒸し込みは施設内の最高気温が50℃以上になった日が、３日以
上または40℃以上になった日が10日以上を目安に実施します。
・施設内は非常に高温となるため、機器等の故障がないよう注意し
て行います。

冬春
トマト

大豆

　芽キャベツは子持ちカンランとも呼ばれ、わき芽が鈴なりに結球する品種で
す。甘みの中にほのかな苦さがあり、一般的なキャベツよりも硬いため生で食べ
ることは少なく、煮込み料理やスープなどによく使われます。タンパク質の他、ビ
タミンCやB2、β-カロテン、鉄分、カルシウムなどが豊富に含まれています。

植え付けの2週間前に苦土石灰100㌘/㎡と完熟たい肥2㌔/㎡を、植え付けの1週間前に化成肥料（畑の達人など）100㌘/㎡を施し
良く耕します。畝幅60～70㌢、畝高10～20㌢の畝を立て、水はけが悪いほ場では高畝とします。
マルチを敷く場合は、シルバーか銀線入りのフイルムを使うとアブラムシ除けに効果があります。

畑の準備

わき芽が結球し始めたら、古い葉を結球の成長に合わせて下から順次切り取っていきます。葉は葉柄の根元から切り取ります。
また、下の方の芽は結球しないので一緒に切り取ります。プチヴェールの場合も、下葉は風通し、日当たりなどが悪くなるので、わき芽
が出てきたら下から順次切り取り、芽キャベツと同じく上葉10枚程度を残します。

葉 か き

3号ポットに種まき用培養土を入れ、5～6粒ずつ種をまきます。発芽に光を必要とするので、覆土は厚すぎないように5㍉程度としま
す。発芽が揃ったら間引きして3本程度にし、本葉2～3枚で1本に間引き、本葉5～6枚まで育苗します。
ファーマーズマーケットやホームセンターで苗を購入することもできます。

種 ま き

キャベツ・白菜などアブラナ科作物の連作は、根こぶ病などの連作障害が発生しやすいため、同じ場所での長い連作は避け、1～2年
でアブラナ科以外の作物に切り替えると良いです。

連 輪 作

本葉5～6枚の苗を、株間50㌢で植え付けます。根鉢の上面と畝の表面が同じ高さになるように植え付け、株元にたっぷり水をやりま
す。植え付け後は防虫ネットのトンネルをかけます。

植え付け

固く結球したものから順に、ハサミでつけ根から切り取って収穫します。プチヴェールは結球しないのでわき芽が3～5㌢になったら収
穫します。

収 穫

農薬を使用する場合、キャベツ登録の農薬は使用できません。芽キャベツは「メキャベツ」、プチヴェールは「非結球メキャベツ」など
の登録農薬を使用しましょう。

病 害 虫

土寄せもかねて、定植から30～40日後から追肥(化成肥料40㌘/㎡)を行います。追肥・土寄せは月１回のペースで行うと良いです。
苗が小さいときは株のまわりに、大きくなってからは畝の肩に肥料をばらまき、土を削りながら株元に土寄せをします。

追 肥 ・
土 寄 せ

タバココナジラミ 黄化葉巻病罹病株 吸汁による着色異常果

種まき 植え付け 収穫
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作型目安

●早生子持：早採りできる早生品種。耐暑性が強く作りやすい。3月まで収穫が可能。
●ファミリーセブン：太く伸びた茎に、ビッシリと球がつく早生種。年内～2月まで収穫が可能。
●プチヴェール：芽キャベツとケールの交配で誕生した非結球芽キャベツ。

◎早生子持 　　　 ◎ファミリーセブン　　　◎プチヴェール
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全面散布処理
出芽直前～3葉期まで

大豆バサグラン液剤
又はバスタ液剤
畦間散布処理

ラクサー乳剤

帰化アサガオ類が多い場合 雑草の発生あり

帰化アサガオ類が少ない場合

パワーガイザー液剤＋大豆パサグラン液剤の体系処理の推奨例

雑草の発生なし

播種後 土壌処理剤 出芽直前～3葉期

散布なし

2葉期～開花前 中耕培士 1回目 畝間除草 中耕培土 2回目

【除草剤での体系処理】

例年、雑草が繫茂するほ場や、播種後の干ばつ等によって、初期から雑
草の発生が確認される場合にはパワーガイザーによる体系処理が効果
的です。特に帰化アサガオ類やヒロハフウリンホオズキなど難防除雑草
に対して高い除草効果を発揮します。

※大豆バサグラン液剤の総使用回数は、全面散布処理と畦間散布処理の各1回(合わせて2回）ま
でとなっています。
※大豆バサグラン液剤は、イネ科雑草除草剤（ポルトフロアブル等）の混用が可能です。
（ポルトフロアブル：200～300ml/10㌃、通常散布50～100㍑に希釈、少量散布25～50㍑
に希釈 2回以内）
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ヒロハフウリンホオズキ
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草の発生が確認される場合にはパワーガイザーによる体系処理が効果
的です。特に帰化アサガオ類やヒロハフウリンホオズキなど難防除雑草
に対して高い除草効果を発揮します。

※大豆バサグラン液剤の総使用回数は、全面散布処理と畦間散布処理の各1回(合わせて2回）ま
でとなっています。
※大豆バサグラン液剤は、イネ科雑草除草剤（ポルトフロアブル等）の混用が可能です。
（ポルトフロアブル：200～300ml/10㌃、通常散布50～100㍑に希釈、少量散布25～50㍑
に希釈 2回以内）

マルバルコウ

ヒロハフウリンホオズキ

出典：雑草写真及び弾丸暗渠図は農研機構より引用じゃん !  2025.7じゃん !  2025.7 1415 141414151515


